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研究ノート
ポオ “The Tell-Tale Heart” の五四前後の
漢訳について
――周瘦鵑と沈雁冰の翻訳を中心に――








としたい。『心声』は、エドガー・アラン・ポオ (1809〜1849) の短篇小説 “The










『瀛寰瑣記』(第 3 期〜28 期、1872 年 12 月〜1874 年 12 月) に掲載した『昕夕閑談』(エド
ワード・ブルワー=リットン著、“Night and Morning”(2)) とされる(3)。
以後、西洋小説の翻訳ブームが起き、多くの翻訳家を輩出した。その中で大きな影響を与え
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た翻訳家の一人に林紓 (1852〜1924) がいる。彼は、『巴里黎茶花女遺事』(1899、デュマ著






















たい。『心声』は、エドガー・アラン・ポオ (1809〜1849) の短篇小説 “The Tell-Tale Heart”






ン・ポオ “The Masqueof the Red Death”) の訳が日本語からの重訳であることを明らかにし
た。当時は日本語からの重訳が多くみられるものの、周瘦鵑と沈雁冰の翻訳は共に英語から直
接に訳している (これについては節 2-1 で述べる)。英語から直接に訳していることで、ポオ
の原作に対する両氏の翻訳姿勢を鮮明にすることができると考える。

















窺い知ることのできる数少ない資料としては、1928 年の『上海画報』第 406期 (10 月 27 日)
の「胡適之先生談片」がある。周瘦鵑と胡適の出会いは 1928 年 3 月に胡適が仲人を務めた結
婚式であった(10)。二人は初対面であったが、周瘦鵑はこの時胡適に談話の約束を取り付けた。
「胡適之先生談片」は、胡適との二時間に亘る談話の一部分を記事として掲載したものである。

























声』を訳した 1920 年代の資料では、「通訊 翻訳文学書的討論 ――復周作人」(『小説月報』
第 12巻 2 号、1921 年 2 月)、「訳文学書方法的討論」(『小説月報』第 12巻 4 号、1921 年 4 月)、
「介紹外国文学作品的目的」(『時事新報・文学旬刊』第 45 期、1922 年 8 月)、「『直訳』与『死
訳』」(『小説月報』第 13巻 8 号、1922 年 8 月)、「介紹西洋文芸思想的重要」(『民国日報・覚














周瘦鵑と沈雁冰の翻訳分析に入る前に、彼らが使用した “The Tell-Tale Heart” の底本につ
いて見ておきたい。
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ポオ全集 “The Complete Works of Edgar Allan Poe”(17) によると、“The Tell-Tale Heart”
には大きく分けて三つのテキスト (1)“The Pioneer”、(2)“Broadway Journal”(18)、(3)“The
Works of the Late Edgar Allan Poe” (1850〜1856、以下、【Griswold】) が存在する。
(1) は “The Tell-Tale Heart” の初出雑誌、(2) は 1845 年に再掲載した雑誌、(3) はポオ
の死後に遺著管理人となったグリズウォールド (Rufus Wilmot Griswold、1815〜1857) に
よって刊行された作品集である。周瘦鵑と沈雁冰は、共に “The Tell-Tale Heart” の訳である
事を明言しているが、どのテキストを使用したかについては明らかにしていない。
上記の三つのテキストにはそれぞれ文字の異同、強調の箇所が複数あるが、大きな変更はあ
まり見られない。しかし (1) 及び (2) のテキストを使用する場合と、(3) のテキストを使用
する場合とでは翻訳の違いが現れる箇所が 1点見られる。それは第二段落の老人の眼について
の描写箇所である。(1)“The Pioneer” と (2)“Broadway Journal” のテキストでは、ʻHe had
the eye of a vultureʼ (彼は禿鷹のような眼をしている)とあるが、(3)【Griswold】版では、









された “The Tell-Tale Heart” の翻訳 2作品(19)と比較したところ、段落構成及び翻訳からみて
も重訳している可能性は低く、両氏ともに英文からの翻訳だと考える。
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2-2、段落構成
次に底本の段落構成を見ておきたい。“The Tell-Tale Heart” は全 18段落で構成されている。
これに対し、周瘦鵑訳は 6段落で構成されている。1段落から 3段落までの段落は原著と同じ
















まず、文章の分析から見ていこう。周瘦鵑訳 (以下、周訳) と沈雁冰訳 (以下、沈訳) をそれ
ぞれ原作と比較した結果、周訳においては (1) 意訳、(2) 加筆・省略・移動などがおよそ 40
箇所見られた。一方沈訳の方は、ほぼ原作に忠実に訳され目立った文章構成の改変はなかった。
ここでは (1) 意訳の例と (2) 加筆・削除の例から、原作、周訳、沈訳の違いを見ていきたい。
なお、沈訳の段落番号は原作と同じなため省略する。
(1) 意訳の例
第 2段落 (周訳：第 2段落)
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沈訳は「一隻眼」と訳しているのはなぜか。これはこの後に「One of his eyes resembled that
of a vulture ̶ a pale blue eye with a film over it.」とあることから、沈訳は「eye」を「一隻
眼」と訳したのであろう。しかし「eye」を単数形で用いる場合は「視線、目付き」を意味す
ることもあり、「片目」を指すとは限らない。周訳は「其眸子」(その眼) と訳すに留めている。
第 5段落 (周訳：第 4段落)










第 1段落 ( は加筆箇所を示す。周訳：第 1段落)
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ポオ
I had my head in, and was about to open the lantern, when my thumb slipped upon the tin























第 4段落 (周訳：第 4段落に相当、 加筆、 意訳、 移動、 誤訳を示す)
第 4段落では、文章の複雑な改変が見られる。周訳は「To think that there I was, opening






原作では、男が自己の賢さに酔う場面である「Never before that night, had I felt the extent
of my own powers ̶ of my sagacity.」の部分を沈訳は「前乎此夜，我從不曾覺得我自己的權
力的界限――我的敏給。」と訳している。「sagacity (賢さ、聡明)」を「敏給 (機敏)」と訳し















Never before that night, had I felt the extent of my own powers ̶ of my sagacity.
I could scarcely containmy feelings of triumph. To think that there I was, opening the door, little

























第 7段落 ( は加筆を示す。周訳：第 4段落に相当。)
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ポオ





















[1] ʻdeath watchesʼ (原作、沈訳では第 6段落、周訳では第 4段落にある)
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ポオ
Hewas still sitting up in the bed, listening ; just as I have done night after night hearkening to the

















周瘦鵑は削除し、沈雁冰は英単語のまま掲出したこの ʻdeath watchesʼ という言葉が、当時
の中国においては馴染みがなかったことは想像に難くない。故に、両氏はこのような形で訳し
たのであろう。では、すでに中国より先に “The Tell-Tale Heart” を翻訳していた日本ではど
う訳していたのか。

















なお、ポオの “The Tell-Tale Heart” の翻訳は周瘦鵑と沈雁冰の『心声』以外にも、余子長
訳『多言之心』(40) (1924 年) と石民訳『惹禍的心』(41) (1928 年) の二作品がある。余子長、石
民共に経歴は不明である。二人の翻訳から ʻdeath watchesʼ の訳を見ると、まず余子長訳『多
言之心』では、「他仍舊在牀上坐着聽――剛巧像我做的一樣，一夜再一夜，聽着壁上的錶聲
(彼はまだベッドに座って聞いている――ちょうど私がしているのと同じように、一晩また一
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ポオ
“Villains !” I shrieked, “dissemble nomore ! I admit the deed ! ̶ tear up the planks! here, here ! ̶




















中国におけるポオの最も早い翻訳は 1905 年に周作人が訳した『玉虫縁』(45) である。その後
1949 年までの中華人民共和国以前に訳されたポオ作品の翻訳数は確認した限りでは 54 あった。
“The Tell-Tale Heart” の翻訳は、周瘦鵑を最初とする。周瘦鵑はこの作品以外に、『紅死』
































1920 年という近いとは言え時期が異なる両氏の翻訳を比較した。1917 年〜1920 年ごろの両氏





( 1 ) この政治小説は日本から強い影響を受けたもので、梁啓超などによって政治思想の宣伝、啓蒙活動
に利用された。代表的な作品として『佳人奇遇』(東海散士著、梁啓超訳) や『経国美談』(矢野龍
渓著、周宏業訳) などがある。
( 2 ) 韓南著、葉雋訳「談第一部漢訳小説」、『文学評論』2001 年第 3 期、2001 年 5 月、132〜142頁、〔这
部翻译小说表明是长篇小说《夜与晨》(Night and Morning) 的前半部，其作者是英国作家利顿
(Edward Bluwer Litton) (1803〜1873)，原著最初出版于 1841 年。〕
( 3 ) 郭延礼氏も同様に最も早い翻訳として『昕夕閑談』をあげているが、作品の一部分の翻訳を含める
と、1872 年に『申報』に掲載された『ガリヴァー旅行記』の小人国を始めとしている。『中国近代文
学发展史』第 3巻(山东教育出版社、1991 年)1512頁、〔我国翻译的外国小说最早是《申报》1872 年
4 月 15 日至 18 日刊登的《谈瀛小录》，此为《格列佛游记》(英国斯威夫特著)中的小人国部分，约
5000字。《申报》同年 4 月 22 日又刊登《一睡七十年》(美国华盛顿・欧文著)，千余字。这两篇译文
均未署译者名字，又系节译，故未算作中国翻译外国小说的第一部。〕




( 5 ) 本稿に登場するポオの邦題は、『ポオ小説全集』1〜4 (創元推理文庫、1974 年 6月) に依拠する。
( 6 ) 周瘦鵑訳『欧美名家短篇小説叢刊 (中)』(中華書局、1917 年 2 月) に所収。
( 7 )『東方雑誌』(17巻 18 号、1920 年 9 月) に掲載。
( 8 )『佛教大学大学院紀要、文学研究科篇』43 号、2015 年 3 月、P169〜P186。
( 9 ) 李燕、张璘「周瘦鹃对外国小说的译介 (1911-1947)」、西南农业大学学报 (社会科学版) 第 10卷第
12 期、2012 年 12 月、P129。
(10)『上海畫報』第 334 期 (1928 年 3 月)、「記許楊之昏」。
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の引用は拙訳。







(16) 正式名：The Pioneer : A Literary and Critical Magazine。1843 年 1 月、マサチューセッツ州ボスト
ンにて創刊。出版社 Leland and Whiting、編集者 J. R. Lowell と R. Carter。同 3 月、Vol.Ⅰ・No.Ⅲ
にて廃刊。ポオの作品としては、短篇 “The Tell-Tale Heart”、詩 “Lenore” 及び評論一篇を掲載。
(17) Harrison, James A. ed. : “The CompleteWorks of Edgar Allan Poe”, Volume 5, AMS Press Inc., 1965,
2nd ed., 1979.
(18) 1845 年 1 月、ニューヨーク州ブロードウェイ・ストリートにて創刊。最初の編集者は Charles F.
Briggsであったが、3 月にポオが加わり、10 月にポオが経営権を取得して、単独主編となる。のち
経営難のため 1846年 1月に廃刊。短命に終わった週刊紙。ポオによる文芸批評、自作の再録がある。
(19) 小日向是因訳『心の音』(『帝国文学』、1900 年 5 月)、谷崎精二訳『物云う心臓』(『赤い死の仮面』
所収、1913 年)
(20) 前掲注 4参照。
(21) 范伯群、周全「周瘦鹃年谱」(『新文学资料』2011 年 1 期)、P171。
(22)『茅盾回想録』 (立間祥介・松井博光訳、みすず書房、2002 年 9 月)、P111〜P120。
(23) 周瘦鵑訳『欧美名家短篇小説叢刊 (中)』、中華書局、1917 年 2 月、217頁。本文で引用する周訳の
句読点は、筆者による。















(37)『告げ口心臓』(『ポオ小説全集』3、1974 年 6月、226頁) では、〔ちょうどわしが、来る夜も来る夜
も、壁のなかの茶立虫 (デス・ウォッチズ) の鳴声を聴きながら起きていたようにね〕とある。
(38) 虫の図入りで説明。
(39) Robert Morrison『A Dictionary of the Chinese Language』(1819 年)、Walter Henry Medhurst
『Chinese and English Dictionary』(1842 年)、Kwong Ki Chiu (邝其照)『英華字典』(1866年)、顔
惠慶『英華大辞典』(1921 年) の辞書には ʻdeath watchesʼ の記載はなかった。1956年に香港で出版
された『英華大辞典』(鄭易里、曹成修主編、総合書店出版) には、〔臨終的看護、守夜、死囚看守
人、［虫］報死虫、噛虫〕の記載が見られる。
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(40)『小説世界』5巻 7 期、1924 年 2 月に掲載。




巻、恒文社、1988 年 7 月、P350)、『隠しきれぬ心』は “The Tell-Tale Heart” を指す。
(45)『玉虫縁』会稽碧羅女士 (周作人) 訳、小説林社、5月。山縣五十雄 (訳注)『宝ほり』の重訳。
〔参考文献〕
( 1 ) 郭延礼著『中国近代文学发展史』第 1〜3巻、山东教育出版社、1990 年 3 月。
( 2 ) 田中西二郎他訳『ポオ小説全集 3』「告げ口心臓」、創元推理文庫、1974 年 6月。
( 3 ) 中野好夫訳『黒猫・モルグ街の殺人事件』「裏切る心臓」、岩波文庫、2009 年 4 月。
( 4 ) 包天笑著『釧影樓回憶録』、大華出版社、1971 年 6月。
( 5 ) 宮永孝著『ポーと日本 その受容の歴史』彩流社、2000 年 5 月。
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